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令 和 ５ 年 ４ 月 ３ 日 
環 境 局 
電 気 通 信 大 学 

 

  

 

 

東京都及び国立大学法人電気通信大学（研究代表者 ｉ‐パワードエネルギー・

システム研究センター長・教授 横川慎二）は、都市型太陽電池による創電・蓄電

の強化推進事業（注１）について、基本協定を締結しましたのでお知らせいたします。 

（注１）令和４年度大学研究者による事業提案制度において選定された事業です。 
 

１ 事業の目的 

壁面にも設置できる円筒形太陽電池の活用により、東京都の都市部の建築物におけ

る太陽光発電の総発電量を、屋根のみに太陽電池を設置して行う従来の発電方法に対

して２倍以上に増加させ、かつ、エネルギーと情報のネットワーク化により“減らす・

創る・蓄める（ＨＴＴ）”を可視化して活用することで都市のレジリエンスを向上させ

ることを目指します。 

具体的には、以下の２点を目的とする。 

(1) 円筒形太陽電池による都市型壁面発電 

の有効性実証 

(2) 円筒形太陽電池を用いたシステムによる 

イノベーション創出 

図１ 円筒形太陽電池による壁面発電の実証 

２ 実施主体 

  東京都、国立大学法人電気通信大学 

 

３ 協定締結日及び事業実施期間 

 協定締結日  令和５年４月 1日 

 事業実施期間 令和５年４月１日から令和８年３月３１日まで 

 

４ 今後の予定 

(1) 令和５年度 

円筒形太陽電池システム（発電・蓄電・給電）の設計、ユニット試作等 

 (2) 令和６年度以後 

電気通信大学内の建物を活用した円筒形太陽電池発電システムの実証実施、 

円筒形太陽電池を活用した創電・給電の新たなアイデアのデモンストレーション 
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５ 円筒形太陽電池について（電気通信大学より） 

・直達光と一部の散乱光を面で受光する平板型太陽電池と比較して、円筒形太陽電池

は壁面などからの反射光を含む様々な角度の受光が可能である。そのため、日出か

ら日没までの発電量の変動が小さく、総発電量も大きくなる。 

・１本単位の修理が可能で、風圧力の影響が小さいことから架台を軽量化できるため、

設置の自由度が高い。 

(d)平⾏設置例

(e)垂直設置例
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円筒形︓⾵圧⼩ → 架台軽量化

平板形︓⾵圧⼤ → 架台重量⼤

直達光

直達光

直達光

直達光

直達光

直達光

散乱光

散乱光

散乱光

散乱光

反射光
反射光反射光

散乱光散乱光

散乱光散乱光

（b) 円筒形太陽電池
（a) 平板型太陽電池
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図２ 円筒形太陽電池の概念図 （a)平板型の受光、(b)円筒形の受光、(c)風圧

の影響、(d) 平行設置の例、(e)垂直設置の例（壁面にも取り付け可能） 

 

６ 大学研究者による事業提案制度について 

東京に集積されている知を、都政の喫緊の課題解決や東京の未来の創出に資する政

策立案へと活用するため、都内大学研究者からの研究成果、研究課題を踏まえた事業

提案を募集し、東京都と研究者・大学との連携事業等を企画・実施することで、研究

者・大学と連携・協働して事業を創出し、より良い都政を実現することを目的とした

制度です。 

 

 

【東京都問合せ先】  

  環境局気候変動対策部計画課   電話 ０３－５３８８－３７４４ 

本件は、「『未来の東京』戦略」を推進する事業です。 

【国立大学法人電気通信大学問合せ先】 

  総務企画課広報係 

  電話 ０４２－４４３－５０１９ メール kouhou-k@office.uec.ac.jp 

mailto:kouhou-k@office.uec.ac.jp

